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北栄町社会福祉協議会だより

　毎週火曜日、ひとり暮らし高齢者等への昼食弁当作りと配達されるボランティアグループです。
　会員24名が４グループに分かれ、食生活の支援と地域の方とのふれあいを持つこと、安否確認等
を目的として活動されています。会員が野菜を持ち寄り、新鮮な食材を自分達で調達し、季節にあっ
た料理作りや、体にあった料理を工夫し利用者に配達されています。

食事サービスボランティア　『ほのぼの会』

　ふれあい食事サービスは、ひとり暮らし高齢者、高齢者世帯等の方々へ、弁当作りと弁当配達（配食）をします。
　在宅高齢者の健康維持推進、また弁当配達時に地域の高齢者を見守り、ふれあいを持つことを目的に、食事作
りから配食まで地域のボランティアの方々の協力を得て実施している事業です。皆様の協力をお願いします。
【ボランティア内容】
①食事作りボランティア　活 動 時 間…午前９時～12時
　　（弁当用の食事を作り弁当箱に配膳をします。）
②配食ボランティア　弁当引渡時間…午前11時～11時20分
　　（出来上がった弁当を北栄町社会福祉協議会（瀬戸36-2）に

受取に来ていただき利用者に届けます。）
実施日　毎週金曜日（ボランティア回数は何回でもいいです。）
問い合わせ・申込み　北栄町社会福祉協議会　電話 37－4522

『ふれあい食事サービス』ボランティアを募集します。

ふれあい食事サービスの様子
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謹
ん
で
念
頭
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
北
栄
町
社

会
福
祉
協
議
会
の
活
動
に
多
大
な
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
社
会
情
勢
や
度
重
な
る
自
然
災
害
な
ど
で
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
地
域
社
会
で
の
支
え
合
い
と
い
う

「
絆
」
の
大
切
さ
が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
同

時
に
、
地
域
で
住
民
相
互
の
支
え
愛
の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
、

様
々
な
地
域
の
福
祉
課
題
の
解
決
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
や
活
動
が
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

本
会
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
お
り
、
地
域
で
の
支
え
愛
の

重
要
性
を
再
認
識
し
、
地
域
を
基
盤
と
し
た
幅
広
い
連
携
、
協

働
の
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
各
自
治
会
、
町

民
の
皆
様
か
ら
一
層
の
信
頼
を
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
に
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
町
行
政
な
ら
び
に
福
祉
関
係
機

関
と
の
連
携
を
深
め
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
も
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
と
北
栄
町
の
福
祉
向
上
の
た
め
に
、

役
職
員
一
同
さ
ら
な
る
努
力
を
続
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様

か
ら
の
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上

げ
、
皆
様
の
御
多
幸
と
御
健
勝
を
お
祈
り
し
、
新
年
の
御
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

北
栄
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
　
長
　
山
根
和
夫

　

平
成
30
年
の
４
月
か
ら
毎
月
１
回
北
条

地
区
、
大
栄
地
区
の
二
圏
域
で
助
け
合
い

推
進
会
議 

（
よ
っ
し
ゃ
や

ら
あ
会
）を
開

き
、
話
合
い

を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

支
え
合
い

活
動
に
つ
な

が
る
活
動
と

し
て
、
お
互

い
が
顔
見
知

り
に
な
る
た

め
に
「
居
場

所
づ
く
り
か

ら
始
め
た
い
」

と
多
数
の
声
が
あ
り
、平
成
30
年
10
月
に
「
に

じ
い
ろ
カ
フ
ェ
」
が
東
園
浜
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
お
し
ゃ
べ
り
や
参
加
者
の
中
か
ら

の
希
望
で
り
ん
ご
の
パ
イ
作
り
や
新
聞
で
手

提
げ
バ
ッ
グ
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
11
月
に
は
「
ほ
っ
こ
り
ひ
ろ
ば
」

が
大
野
公
民
館
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
平

成
９
年
の
「
米
ま
つ
り
」
の
総
踊
り
を
上
映

し
懐
か
し
い
と
参
加
者
か
ら
の
声
も
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ら
の
場
所
に
来
て
も
ら
い
、
み
ん
な

で
楽
し
み
を
増
や
し
た
り
と
大
き
な
存
在
価

値
が
あ
り
ま
す
が
こ
れ
は
目
的
で
は
な
く
、

こ
の
居
場
所
か
ら
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
強
力
な
手
段
と
し
て
活

用
さ
れ
る
よ
う
に
一
人
一
人
が
「
で
き
る
事

を
探
し
」
意
識
を
共
に
、
こ
れ
を
継
続
し

て
い
く
た
め
に
も
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
む

意
識
を
大
切

に
し
て
取
り

組
ん
で
い
け

た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い 

ま
す
。

　

誰
も
が
気

軽
に
立
ち
寄

り
、
交
流
が

で
き
る
場
所

で
す
。
ゆ
っ

く
り
し
た
時

間
を
一
緒
に

す
ご
し
ま
せ

ん
か
。

　

ま
た
、
よ
っ
し
ゃ
や
ら
あ
会
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
活
動
を
し
て
み
た
い
な
ど
の
御
希
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

〝
お
た
が
い
さ
ま
〟の
気
持
ち
で
み
ん
な
で
支
え
合
う

推進会議の様子

にじいろカフェ

２
層
協
議
体

（
よ
っ
し
ゃ
や
ら
あ
会
）の
活
動
を

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

紹
介
し
ま
す
。
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各
種
寄
付
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
く
香
典
返
し
等
の
寄
付
金
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

十
二
月
十
四
日
ま
で
に
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
で
す
。
な
お
、「
ふ
れ
あ
い
」
の
発

行
は
三
ヶ
月
に
一
度
の
た
め
、
掲
載
期
日
が
遅
れ
ま
す
こ
と
を
御
承
諾
く
だ
さ
い
。

香
典
返
し
に
か
え
て

金
一
封　
　

田　

井　
　

村
尾　

尚
美
さ
ん

　
（
夫　

和
利
様　

死
去
に
よ
る
香
典
返
し
）

金
一
封　
　
由
良
宿
三
区　

遠
藤　

哲
也
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

民
江　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

西　

園　
　

中
村　
　

誠
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
祖
母　

き

様　

〃　

）

金
一
封　
　
由
良
宿
二
区　

難
波　

睦
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
夫　

清
人　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

江　

北　
　

田
中
喜
美
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
夫　

 

實 　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

東　

園　
　

岩
間　

博
幸
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

英
敏　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

国
坂
浜　
　

片
山　

包
靖
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

信
子　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

み
ど
り
西　

西
上　

京
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

芳
雄　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

西
穂
波　
　

西
村　

英
二
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

悦
子　

様　

〃　

）

金
一
封　
　
由
良
宿
三
区　

勝
田　

初
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父 

田
中
伸
秀
様　

〃　

）

金
一
封　
　
み
ど
り
一
区　

大
庭　
　

滿
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
妻　

 

榮 　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

江　

北　
　

松
本　

秀
信
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

ゆ
き
ゑ
様　

〃　

）

金
一
封　
　

穂　

波　
　

松
本　

義
紀
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

友
茂　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

大　

谷　
　

森
本　

道
照
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
妻　

恵
子　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

北　

尾　
　

桝
本　

義
人
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

恒
子　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

江　

北　
　

加
藤　

健
次
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

勝
子　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

瀬　

戸　
　

井
谷　

憲
人
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

 

曻 　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

国
坂
浜　
　

井
上　

和
博
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

敏
儀　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

北
条
島　
　

宇
田
川
好
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

百
合
子
様　

〃　

）

金
一
封　
　

東
新
田
場　

石
水　

章
吾
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

髙
明　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

米　

里　
　

山
下　
　

環
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
母　

淑
子　

様　

〃　

）

金
一
封　
　
由
良
宿
一
区　

稲
毛　

昌
哉
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

博
髙　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

茶
ヤ
条　
　

村
岡　

道
大
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

正
輝　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

瀬　

戸　
　

穐
近　

久
英
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

英
明　

様　

〃　

）

金
一
封　
　

江　

北　
　

松
本
真
由
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

昌
延　

様　

〃　

）

金
一
封　
　
由
良
宿
五
区　

佐
伯　

英
文
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
父　

敏
夫　

様　

〃　

）

◎�

寄
付
金
額
等
の
記
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、

寄
付
者
御
本
人
の
了
解
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
金
一
封
に
つ
き
ま
し
て
は
、
金

額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
寄
付
者
御
本

人
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
す
。

食
事
サ
ー
ビ
ス
寄
付

ほ
の
ぼ
の
会 

様 　
　
　
　
　
　
　

野　

菜

由
良
宿
一
区　

 

飯
田　

博
孝 

様　

野　

菜

西　

園　
　
　

 

浜
田　
　

武 

様 　

 

米

原　
　
　
　
　

 

完
井　
　

徹 

様　

果　

物

由
良
宿
五
区　

 

遠
藤　

忠
充 

様　
　

米

亀　

谷　
　
　

 

田
中
裕
紀
恵 

様　

野　

菜

　

11
月
23
日
、
鳥
取
県
大
衆
音
楽
協
会
中
部
支
部

（
代
表 
山
下
正
明
様
）が
主
催
と
な
り
、
社
会
福
祉

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
「
第
９
回
中
部
大

衆
歌
謡
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
会
場
で
あ
る
大
栄
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
へ
設
置
さ
れ
た

募
金
箱
と
出
演
者
か
ら
の
寄
付
金

を
合
せ
て
、
１
１
２
，０
２
６
円

を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
農
業
協
同
組
合
女
性

会
大
栄
支
部（
会
長 

竹
信
啓
子
様
）か
ら
、
新
米
き
ぬ

む
す
め
と
手
縫
い
雑
巾
、
Ｊ
Ａ
鳥
取
中
央
北
条
支
部

女
性
会（
会
長 

河
本
裕
美
子
様
）か
ら
お
米
ギ
フ
ト
券

を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
Ｊ
Ａ
女
性
会
が
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
た
め

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
寄
付
い
た
だ
い
た
米
と
雑
巾

は
本
会
の
各
事
業
所
で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
衆
歌
謡
祭
の
収
益
を
寄
付

　

９
月
30
日
に
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
「
北
栄
町
福
祉
ま
つ
り

２
０
１
８
」
の
中
止
に
伴
い
、
10

月
13
日
北
栄
町
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
不
用
新
品
即
売
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

御
協
力
い
た
だ
い
た
不
用
新
品
を

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
売
上
金

は
２
８
，９
５
０
円
に
な
り
ま
し

た
。
全
額
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
へ
寄
付
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
多
く
の

町
民
の
方
か
ら

寄
贈
品
の
御
提

供
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

歌
い
手
の
気
持
ち
、聞
き
手
の
気
持
ち

御
寄
付 

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

（
不
用
新
品
即
売
会
）を

開
催
し
ま
し
た

　
12
月
、
北
栄
町
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
米
久
お
い
し
い

鶏
株
式
会
社（
金
森
史
浩
社
長
）か

ら
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

鶏
肉
を
贈
呈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
会
の
各
事
業
所
の
利
用
者
へ
、

ク
リ
ス
マ
ス
料
理
と
し
て
提
供
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鶏
肉
の
寄
贈

　

９
月
25
日
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
に
よ
る
奉
仕
活
動
が
雨
の
中

実
施
さ
れ
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

周
辺
の
草
取
り
や
草
刈
り
等
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
陰
様
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お
気
軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
、予
約
は
不
要
。

この広報紙は赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。

相談日 相談員氏名 相談所 相談日 相談員氏名 相談所
1月  4日㈮ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談★ 2月14日㈭ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談☆

10日㈭ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談☆ 21日㈭ 山根義文・山信賀津子 よろず相談☆
17日㈭ 畔田敏子・竹原光余 人権相談☆ 3月  1日㈮ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談☆
24日㈭ 塚本美知子・寺方弘美 よろず相談★ 7日㈭ 遠藤隆好・岩垣知恵 人権相談☆

2月  7日㈭ 畔田敏子・福光正道 人権相談★ 8日㈮ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談★
8日㈮ 福光正子・岡﨑千賀子 行政相談★ 19日㈫ 濱川康夫・岩垣春枝 よろず相談★

総
合
相
談
所

●開設時間　午後1時から午後3時
●開設場所　☆北栄町社会福祉センター（瀬戸36－2）　★北条高齢者福祉センター（田井46－2）
　　　　　　※行政相談は、月１回ずつ北条・大栄地区で開設します。

福祉相談 ㈪〜㈮  9：00〜17：00
祝祭日・年末年始除く 北栄町社会福祉センター 社会福祉協議会職員

（ケアマネージャー）

広報紙掲載内容についての問い合わせ・申込み・相談
社会福祉法人北栄町社会福祉協議会� 電話 37－4522

「ひとり暮らし高齢者のつどい（会食会）」が、11月29日（木）、北条環境改善センターにおいて開催されました。
　ボランティアの皆様に御協力いただき盛大な会となりましたことを感謝申し上げます。

参加者の見守り、運営のお手伝いをしてい
ただいた民生児童委員連絡協議会の方々。

食生活改善推進員連絡協議会には真心
たっぷりの昼食を作っていただきました。

栄保育所園児による、踊りの披露があ
りました。

日赤奉仕団による演芸を披露いただきました。参加者は、大喜びでした。
また、参加者へのお土産として、かるかん饅頭をいただきました。

笑ヨガでみなさんが大笑い

　このひとり暮らし高齢者のつどい
は、各戸などに御協力いただいていま
す「歳末たすけあい募金」の配分金を
財源としています。町民皆様からのあ
たたかい募金は、一人でお暮しの高齢
者方々が、住み慣れた地域で暮らして
いくための貴重なネットワークづくり
に繋がっています。

ひとり暮らし高齢者のつどい


